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地域情報プラットフォーム
技術標準化ＷＧ報告

１．地域情報プラットフォーム標準仕様策定の背景

２．標準仕様策定の指針

３．地域情報プラットフォーム標準仕様

全国地域情報化推進協会
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地域情報プラットフォーム標準仕様策定の背景
～ユビキタスネットワーク社会に向けて～　　　　

地方公共団体
ライフライン機関

教育機関

医療機関

地域産業機関

電子申請 住民参加

地域の情報化 住民利便性の高い行政サービスの提供

安心・安全で豊かな地域社会を形成安心・安全で豊かな地域社会を形成

地域住民
地元企業など

公共ネットワーク

行政の情報化
自治体内業務の効率化

情報システムの連携

電子自治体の構築 レガシー改革・汎用機のサーバ化
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自治体に求められる取り組み
～『作り変え型』から『成長・発展・継承型』システム構築へ～

住基住基

税務税務 財務会計財務会計

福祉福祉

決済決済

地域情報プラットフォーム（サービス基盤）

既存資産を有効に継承し、変化に柔軟
に対応し段階的に成長するシステム

【従来のシステム（As-Is）】 【今後のシステム（To-Be）】

環境変化に伴い、徐々に

硬直化/複雑化/陳腐化

≪構築≫

システム
作りこみ

疎結合

サービス群

≪時間が経過すると≫ ≪構築≫ ≪時間が経過すると≫

サービス
組合せ

サービス
（追加）

サービス
（再構築）

◆システム全体の最適化を図ることによる二重開発の抑止

◆今までのIT投資を利用した無駄のない段階的な再構築

◆既存資産を活かした新規サービスの短期実現

電子申請電子申請 住基住基

税務税務

福祉福祉

財務会計財務会計
決済決済

密結合

サービス
(既存ラッピング)

電子申請電子申請



4

　　　　　　標準化の実現にむけて
　　　　～地域情報プラットフォーム適用のメリット～

具体的な第一歩

標準仕様の策定

住基住基

税務税務 財務会計財務会計

福祉福祉

決済決済

電子申請電子申請

電子申請電子申請 住基住基

税務税務

福祉福祉

財務会計財務会計
決済決済

自治体に　　：現場改革を支える業務間連携の基盤を提供
民間企業に　：仕様のオープン化によるビジネスチャンスの拡大
住民に　　　：質の高い行政サービスの享受

現現 状状
あるべき姿あるべき姿

地域情報プラットフォーム（サービス基盤）地域情報プラットフォーム（サービス基盤）

既存資産を有効活用し、段階的に成長
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地域情報PF地域情報PF

自治体
ポータル

自治体
ポータル

既存窓口

電子申請電子申請
総合窓口

（新）

総合窓口
（新）

住基住基 児童手当児童手当

住民／企業

原課／窓口職員

ｼｽﾃﾑ運用管理者

【他自治体】【他自治体】

地域情報PF地域情報PF

住民税住民税

地域情報PF地域情報PF

申し込み申し込み

地域情報PF地域情報PF

児童手当児童手当

職員
ポータル

職員
ポータル

従来業務従来業務

既存窓口

地域
ポータル

（引越し等）

地域
ポータル

（引越し等）

地域情報PF地域情報PF

　　

独自PF(BPM)独自PF(BPM)

ＧＷＧＷ

地
域
情
報
PF

地
域
情
報
PF

ASP業務ASP業務

民間
プロトコル

参照窓口
（新）

参照窓口
（新）

従来(既存)
サイト個別ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ
官民連携ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ

行政サーﾋﾞ
ｽの利用(可

能性？)

※受付(認証)
　 同期／非同期

民間他民間他

標準仕様策定の指針
～課題解決の方向性～

【ポータル事業者】 【自治体】

【民間会社：ASP(ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ)】

　【民間会社：ASP】　【民間会社：ガス、水道、銀行等】

電子的にアクセス
従来窓口
へ来庁

電話で課税
照会

従来窓口
へ来庁

電子申請

申請データ 異動データ

課税照会

地域PFと独
自PF変換

自治体引越
しｻｰﾋﾞｽへ
振り分け

ASPの業
務利用

自治体内
ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ

民間ｻｰﾋﾞｽ
へ振り分け

民間ｻｰﾋﾞｽ
へ振り分け

官民連携
ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ
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地域情報プラットフォームの要件

業務ユニットの差し替えの実現

ワンストップサービスを含む業務サービス連携の実現

業務サービスの連携を実現

　　地域情報ＰＦ　　地域情報ＰＦ 　　地域情報ＰＦ　　地域情報ＰＦ 　　地域情報ＰＦ　　地域情報ＰＦ

業務
サービス

　　　　　地域情報ＰＦ　　　　　地域情報ＰＦ

（自治体内）

業務
サービス

（自治体間）

業務
サービス

業務
サービス

業務
サービス

（官民連携）

自治体 他自治体 民間

(1)業務ユニット単位の差し替え（マルチベンダ化）が実現できるICT基盤であること
　　（業務ユニットを差し替えるための業務ユニットのインタフェース定義を含む）

(2)業務サービスの連携が実現できるICT基盤であること
(3)ワンストップサービスをも実現するICT基盤であること(自治体内､自治体間､自治体と民間間）

(4)上記(1)(2)(3)のいずれかを ｢開発｣､｢実行｣､｢運用｣の観点で、仕様として規定すること
（特定の実装物では無い）

プラットフォームの要件

V1.0 V2.0

第1段階：業務ユニット
　　　　　　 の定義

第２段階：業務ユニット間
のデータ交換

第３段階：業務サービス
　　　　　　連携

第４段階：ワンストップサービス

　　　　　 自治体内連携
第５段階：ワンストップサービス
自治体内⇒自治体間⇒官民連携

業務
ユニットＡ

業務
ユニットＡ

業務
ユニットＡ

業務
ユニットＢ

業務
ユニットＡ

業務
ユニットＢ

業務
ユニットＡ

業務
ユニットＢ

業務
ユニットＣ
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アーキテクチャ及び技術標準の採用方針

１．標準化団体にて標準化が確定しているまたは検討中の
　　仕様

２．ライセンスフリーの考え方を基本とした仕様

３．自治体及び地域情報化で実現性が高い仕様

４．標準仕様や相互接続ガイドラインで、相互接続の仕様
　　が存在する仕様
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サービス協調技術標準

業務モデル標準業務モデル標準 ｻｰﾋﾞｽ協調技術標準ｻｰﾋﾞｽ協調技術標準

仕
様
仕
様

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
指
針
）

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
指
針
）

自治体及び民間が提供する地域情報サー
ビスの連携に必要な業務アプリユニットのイ
ンタフェース仕様

自治体業務アプリケーション
　ユニット標準仕様

　

自治体及び民間が提供する地域情報サー
ビスの連携に必要な業務アプリユニットのイ
ンタフェース仕様

自治体業務アプリケーション
　ユニット標準仕様

　

仕様に準拠したサービス基盤、および業務アプリケーションを導入する調達者向けに必要な
事項を、とりまとめたもの

地域情報プラットフォームガイドライン

仕様に準拠したサービス基盤、および業務アプリケーションを導入する調達者向けに必要な
事項を、とりまとめたもの

地域情報プラットフォームガイドライン

サービス連携を支える基盤アプリの諸要件・
プロトコル等を取り決めた仕様

アーキテクチャ標準仕様

プラットフォーム通信標準仕様

相互接続仕様

サービス連携を支える基盤アプリの諸要件・
プロトコル等を取り決めた仕様

アーキテクチャ標準仕様

プラットフォーム通信標準仕様

相互接続仕様

地域情報プラットフォーム基本説明書
地域情報プラットフォーム標準仕様運用規則

地域情報プラットフォーム基本説明書
地域情報プラットフォーム標準仕様運用規則
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地域情報プラットフォームの全体アーキテクチャ

②

③

④

⑥⑧
⑨

PF共通機能

SS EE

＜Ａ自治体＞利用者（住民）

＜地域ポータル運営会社＞

＜民間企業＞

・・・

開発

運用

サービス基盤

統合ＤＢ機能

PF通信機能

ｻｰﾋﾞｽﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

BPM機能

PF共通機能

業務ユニット

＜B自治体＞：業務ユニット

：サービス基盤

・・・

業務ユニット

業務ユニット間
インタフェース

フロント系
業務ユニット

フロント系
業務ユニット

バック系
業務ユニット

バック系
業務ユニット

共通系
業務ユニット

共通系
業務ユニット

サービス基盤

SOAP セキュリティ 高信頼性通信

プロセス制御 トランザクション管理

業務ユニットインタフェース

業務サービスインタフェース

サービス基盤

サービス基盤

民間業務アプリ

地域ポータル

複数サイトに跨がる
サービス連携における

認証連携

複数サイトに跨がる
サービス連携における

運用管理

業務標準定義

IT標準定義

システム運用
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PF通信機能

サービス開発環境 サービス連携基盤 サービス検索

地
域
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

Ｉ
Ｃ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス

　

サービス連携型アプリケーション・運用管理アプリケーション、共通サービス

WS-BPEL 2.0

サービス監視・運用管理

SOAP 1.1

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／

通
信

WSS:SOAP Message Security 1.0
WSS: Username Token Profile 1.0

WSS: X509 Token Profile 1.0
WSS: SAML Token Profile 1.0

WS-Reliability 1.1

WSDL 1.1

WS-BPEL 2.0

地域情報プラットフォーム標準化範囲

XML Schema 1.0

【V1.0 仕様】

業務ユニット間のデータ交換及び、自治体内、自治体間、民間企業の業務サー
ビスを通信により連携できるようにする機能

PF通信機能PF通信機能

サービス連携・統合
　（ WS-BPEL ）

高信頼メッセージング　　（オプション） （WS-Reliability, 等 ）

メッセージ・セキュリティ　 （オプション） （WS-Security）

基本メッセージ （　SOAP　）

転送プロトコル （　HTTP　）

通信路セキュリティ （オプション） （　SSL , TLS ）

インターネットプロトコル　（ IPv4）

OS　（ Windows、UNIX、Linux ）

ビジネス文書、
インタフェース、

ビジネスプロセスの定義
（ UML、BPMN ,
XMLschema 、

WSDL,WS-BPEL）

モデル定義言語
（UML、BPMN）

開発環境
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APサーバ

Webサーバ

BPMサーバ

APサーバ

Webサーバ

自治体ポー
タル/申請

DBサーバ APサーバ

Webサーバ

住基
(シミュレータ)

APサーバ

Webサーバ

APサーバ

Webサーバ

国保
(シミュレータ)

児童手当
(シミュレータ)

連携データ

（参考） NICTにおけるPF通信機能の検証

ビジネスプロセス制御によるワンストップサービス
BPM,業務ユニットの差し替え
高信頼通信（コンフォーマンスツールにより検証)

NICT 平成18年度の検証内容NICT 平成18年度の検証内容

業務ユニットサーバ
（フロント系）

業務ユニットサーバ
（住基）

業務ユニットサーバ
（国保）

業務ユニットサーバ
（児童手当）

統合DB機能
BPMサーバ

利用者端末
(職員）

システム構成

DBサーバ DBサーバ DBサーバ

DBサーバ
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（参考） NIＣＴにおけるPF通信機能の実装例

PFサービス通信機能

運用モニタリング

認証・認可

BPM機能

PFサービス通信機能

業務アプリケーション

ミドルウェア

フロント系業務ユニット
（ポータル・電子申請等）

サービス基盤
（BPM）

バック系業務ユニット
（業務サービス等）

モニタリング

APサーバ（HTTP/SSL）

SOAP通信（含、高信頼）

認証・認可

サービスI/F

メッセージ・セキュリティ

業務アプリケーション

ミドルウェア

メッセージ・セキュリティ

サービスI/F

PFサービス通信機能

ミドルウェア

モニタリング

認証・認可

メッセージ・セキュリティ

サービスI/F

BPM（WS-BPEL処理）

　

業務サービス プロセス定義

時刻管理ﾊｰﾄﾞﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

SOAP通信（含、高信頼） SOAP通信（含、高信頼）

地
域
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

SOAP SOAP

APサーバ（HTTP/SSL）

時刻管理ﾊｰﾄﾞﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

APサーバ（HTTP/SSL）

時刻管理ﾊｰﾄﾞﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ｂ
Ｐ
Ｍ
機
能

PF共通機能

PF共通機能

PF共通機能

ユーザ認証

申請書受付

申請処理依頼

申請状況照会

ユ
ー

ザ
I/

F

職員認証

受付処理

業務処理

処理結果送信

ユ
ー

ザ
I/F
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PF通信機能（H19年度仕様候補）

　

地
域
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

XML Schema 
1.0

WS-BPEL　 2.0 WSDM 1.0
UDDI2.0 or 3.0

ebXMLR&R

サービス開発環境 サービス連携基盤 サービス検索サービス監視・運用管理

SOAP 1.1 or 1.2
WS-I Basic Profile

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／

通
信

Ｉ
Ｃ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス

サービス連携型アプリケーション・運用管理アプリケーション、共通サービス

　

WS-Reliability 1.1

WSDL 1.1

Liberty ID-FF1.2 ,　
Liberty ID-WSF1.0

XACML 1.1 or 2.0

WS-BPEL 2.0

地域情報プラットフォーム標準化範囲

WSS:SOAP Message Security 1.0
WSS: Username Token Profile 1.0

WSS: X509 Token Profile 1.0
WSS: SAML Token Profile 1.0

メッセージ・セキュリティ　 （オプション） （WS-Security）

ビジネス文書、
インタフェース、

ビジネスプロセスの定義
（ UML、BPMN ,
XMLschema 、

WSDL,WS-BPEL）

サービス連携・統合
　　（WS-BPEL）

モデル定義言語
（UML、BPMN）

開発環境

サービス実行管理・
制御技術

デザインパターン
定義・生成技術

個人情報
保護技術

監査証跡
基盤技術

運用監視・管理技術

ＮｉＣＴ研究の成果
の対象領域

統合レジストリ、
合意等適用技術

Webサービス運用管理
（ WSDM 等 ）

Webサービス
情報の

検索・登録
（UDDI ,R&R）

認証・認可　 （オプション） （ Liberty 、XACML ）

高信頼メッセージング　　（オプション） （WS-Reliability, 等 ）

添付付きメッセージング　（オプション） （SOAP with Attachment　 等）

基本メッセージ （　SOAP　）

転送プロトコル （　HTTP　）

通信路セキュリティ （オプション） （　SSL , TLS ）

インターネットプロトコル　（ IPv4 、 IPv6 ）

OS　（ Windows、UNIX、Linux ）

個人情報保護 認証連携技術　・　権限管理技術
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BPM機能

受付

業務Aの交付物取得

業務Bの交付物取得

申請情報入力

地域情報ＰＦ
（ＢＰＭ機能）

審査

結果登録

• BPM機能の終了

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

業
務
事
務
Ａ業

務
事
務
Ｂ

B
P

M

機
能

利
用
者
（
住
民
等
）

BPM機能を用いたワンストップサービスの処理イメージ

業
務

サ
ー
ビ
ス
Ａ

業
務

サ
ー
ビ
ス
Ｂ

業務サービスＡ

業務サービスＢ

公文書作成

受付

連絡文、交付物

審査

結果登録

公文書作成

受付

連絡文、交付物

業務ユニットに跨った複数のサービスの実行管理を行い、サービスを順次実行
させることによりサービス連携を可能とする機能

BPM機能BPM機能
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統合DB機能

提供側 利用側

SOAPインタフェース
業務標準によってWSDLが定義され、PF標準準拠の業務ユニットに実装が義務付けられる

【基本アーキテクチャ】 【統合DB機能を使用したデータ連携】

提供側 利用側

連携データを
統一的に管理

統合DB機能
業務標準によってデータモデルが定義される。公開用DB方式と共通I/F方式の２方式がある

業務ユニット間で必要となるデータを統一的に管理することで、業務間のデー
タ連携および電子帳票の流通を効率的に実現する機能

統合DB機能統合DB機能

統合
DB機能
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プラットフォーム標準のXML定義仕様
～文字コード・外字に関する規則～

内字

（JIS X 0213:2004 ）

外字（JIS X 0213:2004 以外）

標準外字
※2

（戸籍統一文字、法務省統一文字等）

個別外字
（単一自治体内の使用で標準外字以外）

※1　PUA    　・・・Private Use Area

※2　標準外字・・・すべての業務ユニットでその字形（文字イメージ）について事前の合意が形成されている文字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

推奨範囲

必須範囲

JISX0208

◆　V1.0の範疇では｢内字｣の利用（流通）を必須とする

◆　｢外字｣については、PUA
※1

を用いて表現し、自治体内で十分な管理がなされる
　　範囲で流通を許す。ただし、｢外字｣の自治体外への発信は禁止する

◆　｢外字｣は、V2.0対応の準備として、すべての｢外字｣と戸籍統一文字との対応表
　　(マップ)を作成、管理することを推奨する。また、発展性の観点から｢外字｣の
　　 利用は、｢標準外字｣にとどめることを推奨する

現状
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地域情報プラットフォームの標準仕様とは

標準仕様は、システム連携／統合のための技術仕様標準仕様は、システム連携／統合のための技術仕様

・ほとんどのシステムベンダが採用しているグローバルスタンダードな技術仕様

・特定ベンダの製品や開発言語に依存しない接続仕様

・ダイナミックな接続（必要な時に必要なサービスを接続）が可能

・柔軟性の高いシステムが構築できる

・既存資産を有効活用したシステム構築ができる

・リアルタイムなシステム間連携を実現できる

サービスを組み合わせることによって、スピーディに従来の系列を
超えた、新たなサービスの提供／利用を可能にする
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標準仕様V2.0の策定予定について

認証・認可

モニタリング

ユーティリティ

標準仕様V1.0を拡張し、複数サイトを跨るサービスを提供する
際に必要とされるPF共通機能を中心に検討を拡大する予定

PF共通機能


